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宮崎地本だより
【
令
和
三
年
度
自
衛
官
等
採
用
試
験
】

宮
崎
地
方
協
力
本
部
は
、
九
月
十
八
日
（
土
）

か
ら
第
二
回
一
般
曹
候
補
生
一
次
試
験
（
県
内
五
個

会
場
）
、
自
衛
官
候
補
生
採
用
試
験
（
同
五
個
会

場
）
を
始
め
、
県
内
の
会
場
に
お
い
て
、
令
和
三
年

度
の
本
格
的
な
自
衛
官
等
採
用
試
験
を
開
始
し
ま
し

た
。今

年
度
も
、
各
学
校
の
進
路
指
導
の
先
生
方
と
の

募
集
連
絡
会
議
、
県
募
集
相
談
員
の
方
々
と
の
連
絡

会
議
を
通
じ
て
自
衛
隊
の
募
集
活
動
を
説
明
し
て
き

ま
し
た
が
、
厳
し
い
募
集
環
境
が
続
き
、
志
願
者
数

が
減
少
し
て
い
る
状
況
に
あ
り
ま
す
。

七
、
八
月
の
募
集
期
間
中
、
広
報
官
は
そ
れ
ぞ
れ

の
担
当
地
域
の
若
者
や
保
護
者
に
自
衛
隊
を
紹
介
す

る
等
、
早
朝
か
ら
夜
遅
く
ま
で
活
動
し
ま
し
た
。
ま

た
、
貴
重
な
情
報
を
お
寄
せ
頂
い
た
募
集
相
談
員
の

皆
様
、
学
校
の
進
路
指
導
の
先
生
、
並
び
に
協
力
諸

団
体
の
皆
様
の
ご
協
力
を
賜
り
、
紙
面
を
お
借
り
し

て
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

宮
崎
地
本
は
、
県
内
の
部
隊
見
学
、
体
験
搭
乗
、

艦
艇
広
報
等
の
イ
ベ
ン
ト
に
よ
り
自
衛
隊
の
真
の
姿

を
理
解
し
て
も
ら
い
、
引
き
続
き
あ
ら
ゆ
る
手
段
を

通
じ
て
自
衛
隊
で
働
く
魅
力
を
発
信
し
て
、
優
秀
な

若
者
が
自
衛
隊
に
興
味
を
持
ち
、
志
願
そ
し
て
入
隊

し
て
頂
く
よ
う
に
地
域
と
密
着
し
た
募
集
に
精
進
努

力
し
て
い
く
所
存
で
あ
り
ま
す
。

【
任
期
制
退
職
予
定
隊
員
等
の
合
同
企
業
説
明
会
】

宮
崎
地
方
協
力
本
部
は
、
令
和
三
年
十
月
七
日
（
木
）
宮
崎
市
の
Ｊ
Ａ
・
Ａ
Ｚ
Ｍ

ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
一
般
財
団
法
人
自
衛
隊
援
護
協
会
福
岡
支
部
と
の
共
催
に
よ
る
令

和
三
年
度
任
期
制
隊
員
合
同
企
業
説
明
会
を
実
施
し
ま
し
た
。

本
説
明
会
は
、
宮
崎
県
内
で
就
職
を
希
望
す
る
任
期
満
了
退
職
予
定
隊
員
等
三
十
九

名
と
、
自
衛
隊
で
学
ん
だ
規
律
や
経
験
、
技
術
を
持
っ
た
隊
員
を
即
戦
力
と
し
て
採
用

し
た
い
企
業
三
十
六
社
が
直
接
面
談
し
、
隊
員
自
身
の
志
望
に
マ
ッ
チ
す
る
企
業
を
絞

り
込
み
、
以
後
の
就
職
活
動
を
円
滑
に
行
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
実
施
し
て
い
ま
す
。

隊
員
は
自
己
Ｐ
Ｒ
を
行
う
と
と
も
に
、
勤
務
内
容
や
企
業
理
念
等
に
つ
い
て
の
企
業
か

ら
の
説
明
に
熱
心
に
耳
を
傾
け
、
終
始
、
活
気
あ
ふ
れ
る
説
明
会
に
な
り
ま
し
た
。

【
西
方
総
監
部
幕
僚
副
長
（
行
政
）
視
察
】

宮
崎
地
方
協
力
本
部
は
、
令
和
三
年
六
月
十
八
日(

金)

西
方
総
監
部
幕
僚
副
長

（
行
政
）

上
野

和
士

陸
将
補
の
現
況
把
握
を
受
け
ま
し
た
。

本
部
に
お
い
て
、
状
況
報
告
、
庁
舎
内
巡
視
等
の
後
、
宮
崎
募
集
案
内
所
、
日
向

地
域
事
務
所
及
び
都
城
地
域
事
務
所
に
お
い
て
広
報
官
と
の
懇
談
等
を
行
い
、
宮
崎

地
本
の
現
況
や
問
題
点
に
つ
い
て
ご
理
解
い
た
だ
き
ま
し
た
。

宮
崎
地
方
協
力
本
部
（
み
や
ち
ほ
ん
）
の
花
壇
で
は
ハ
イ
ビ
ス

カ
ス
が
元
気
に
咲
い
て
い
ま
す
が
、
確
実
に
秋
の
訪
れ
を
感
じ
る

今
日
こ
の
頃
、
い
か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
？

早
い
も
の
で
、
私
が
自
衛
隊
宮
崎
地
方
協
力
本
部
長
（
ち
ほ
ん

ち
ょ
う
）
と
し
て
着
任
し
て
１
年
が
経
と
う
と
し
て
い
ま
す
。

こ
の
１
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
昨
年
以
来
の
新
型
コ
ロ
ナ
感

染
症
に
よ
り
、
日
本
の
み
な
ら
ず
、
世
界
全
体
が
経
験
し
た
こ
と

の
な
い
困
難
に
直
面
し
て
い
ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
に
関
し

て
は
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
し
た
と
し
て
も
、
一
人
ひ
と
り
が
行
う

基
本
的
感
染
症
対
策
（
マ
ス
ク
着
用
・
身
体
的
距
離
の
確
保
・
手

洗
い
消
毒
等
）
、
感
染
リ
ス
ク
が
高
ま
る
「
５
つ
の
場
面
」
を
避

け
る
な
ど
、
愚
直
な
ま
で
に
徹
底
す
る
必
要
を
痛
感
し
て
い
ま
す
。

シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
作
『
マ
ク
ベ
ス
』
に
「
明
け
な
い
夜
は
な
い
」

と
い
う
台
詞
が
あ
り
ま
す
。
お
互
い
に
、
も
う
し
ば
ら
く･

･
･

も
う

し
ば
ら
く･

･
･

頑
張
り
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
防
衛
省
・
自
衛
隊
の
視
点
か
ら
簡
単
に
振
り
返
る
と
、

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
に
伴
う
困
難
に
直
面
し
た
こ
と
に
加
え
、
様

々
な
安
全
保
障
上
の
課
題
や
不
安
定
要
因
が
顕
在
化
・
先
鋭
化
し

て
い
ま
す
。
我
が
国
周
辺
の
安
全
保
障
環
境
は
、
中
国
・
北
朝
鮮

・
ロ
シ
ア
な
ど
の
活
発
な
活
動
も
相
ま
っ
て
、
こ
れ
ま
で
に
な
い

ほ
ど
厳
し
い
緊
張
状
態
に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
国
内
に
目
を
転
じ

ま
す
と
、
大
規
模
な
自
然
災
害
や
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
の
家
畜

感
染
症
も
頻
発
し
て
い
ま
す
。

わ
れ
わ
れ
自
衛
隊
は
、
日
夜
を
問
わ
ず
、
国
民
の
命
と
平
和
な

暮
ら
し
、
我
が
国
の
領
土
・
領
海
・
領
空
を
守
る
べ
く
、
真
摯
に

任
務
に
励
ん
で
い
ま
す
。

加
え
て
、
宮
崎
県
下
に
お
い
て
は
、
宮
崎
労
働
局
が
８
月
末
に

発
表
し
た
「
県
内
高
校
生
就
職
希
望
者
数
が
過
去
最
少
」
に
見
て

取
れ
る
よ
う
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
を
受
け
、
非
常
に
厳
し
い

募
集
環
境
が
継
続
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
厳
し
い
環
境
の
中

で
は
あ
り
ま
す
が
、
み
や
ち
ほ
ん
か
ら
一
人
の
感
染
者
も
出
さ
ず
、

募
集
・
援
護
・
予
備
自
衛
官
業
務
な
ど
を
着
実
に
行
っ
て
い
ま
す
。

自
衛
官
の
募
集
・
援
護
環
境
は
厳
し
く
不
透
明
な
状
況
で
は
あ

り
ま
す
が
、
優
秀
な
人
材
を
確
保
し
、
退
職
自
衛
官
が
後
慮
の
憂

い
な
く
任
務
に
専
念
で
き
る
よ
う
、
①
募
集
対
象
者
（
進
学
コ
ー

ス
：
防
衛
大
学
校
・
防
衛
医
科
大
学
校
・
高
等
工
科
学
校
、
就
職

コ
ー
ス
：
一
般
曹
候
補
生
・
自
衛
官
候
補
生
な
ど
）
に
係
わ
る
情

報
提
供
、
②
退
職
自
衛
官
の
再
就
職
に
資
す
る
お
力
添
え
な
ど･

･
･

引
き
続
き
、
ご
支
援
ご
協
力
を
賜
り
た
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

誰
か
の
た
め
に
役
立
ち
た
い
と
い
う
志
の
あ
る
方
・
関
心
の
あ

る
方
・
情
報
を
お
持
ち
の
方
は
、
ぜ
ひ
、
左
記
ま
で
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。
非
常
に
や
り
が
い
の
あ
る
仕
事
で
す
。
自
衛
官
は
特
別
職

国
家
公
務
員
で
す
の
で
安
定
し
た
処
遇
を
お
約
束
し
ま
す
。

●
あ
な
た
の
お
近
く
の
地
方
協
力
本
部

自
衛
隊
宮
崎
地
方
協
力

本
部
（
み
や
ち
ほ
ん
）

０
９
８
５
（
５
３
）
２
６
４
３
①
自
衛

官
に
な
り
た
い
、
②
自
衛
隊
を
体
験
し
た
い
（
総
合
的
な
学
習
の

時
間
・
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
・
隊
内
生
活
体
験
な
ど
）
、
③
退
職

自
衛
官
を
採
用
し
た
い･

･
･

の
お
手
伝
い
を
い
た
し
ま
す
。

（
了
）

本
部
長

一
等
空
佐

石
原

信
也
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令和三年度募集広報活動開始

【
Ｆ
Ｍ
ラ
ジ
オ
で
募
集
広
報
】

八
月
六
日
（
金
）
Ｆ
Ｍ
ひ
ゅ
う
が
（
株
式
会

社
ケ
ー
ブ
ル
メ
デ
ィ
ア
ワ
イ
ワ
イ
）
に
本
部
長

が
ゲ
ス
ト
出
演
し
、
募
集
広
報
を
行
い
ま
し
た
。

他
に
ゲ
ス
ト
と
し
て
、
日
向
広
域
自
衛
艦
艇

協
力
会
会
長
の
江
川
氏
が
出
演
し
、
自
衛
隊
と

地
元
日
向
市
と
の
深
い
繋
が
り
に
つ
い
て
紹
介

し
ま
し
た
。

ま
た
、
本
部
長
は
、
令
和
三
年
度
採
用
試
験

情
報
に
つ
い
て
紹
介
し
た
後
、
「
自
衛
隊
の
仕

事
は
、
得
意
分
野
を
活
か
せ
る
職
種
が
あ
り
”

理
想
の
自
分
”
に
な
る
た
め
の
ス
テ
ー
ジ
が
用

意
さ
れ
て
い
ま
す
。
日
本
の
平
和
と
安
全
を
守

る
た
め
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
未
来
を
創
る
”

仲
間
”
に
な
り
ま
せ
ん
か
？
」
と
リ
ス
ナ
ー
に

向
け
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
り
ま
し
た
。

宮
崎
地
本
は
、
こ
れ
か
ら
も
様
々
な
形
で
広

報
活
動
を
行
い
、
自
衛
隊
の
魅
力
を
紹
介
し
、

地
域
と
連
携
し
た
募
集
広
報
の
充
実
・
発
展
を

図
っ
て
い
き
ま
す
。

【
街
頭
募
集
広
報
を
展
開
】

七
月
一
日
（
木
）
高
校
生
に
対
す
る
求
人
情
報
解
禁

に
伴
い
、
西
都
・
児
湯
郡
地
域
の
駅
等
（
五
カ
所
）
に

お
い
て
広
報
グ
ッ
ズ
を
配
布
し
な
が
ら
、
自
衛
官
募
集

を
呼
び
か
け
ま
し
た
。
各
隊
員
は
、
マ
ス
ク
の
着
用
、

手
指
の
消
毒
等
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防

止
を
徹
底
し
て
活
動
し
ま
し
た
。

日
向
新
富
駅
で
は
、
航
空
自
衛
隊
新
田
原
基
地
准
曹

会
（
会
長
・
内
田
浩
二

空
曹
長
）
の
協
力
を
得
て
、

所
員
と
総
勢
六
名
で
活
動
し
ま
し
た
。
新
田
原
基
地
准

曹
会
員
は
、
「
自
分
達
の
後
輩
は
自
分
達
の
手
で
。
」

と
い
う
思
い
を
胸
に
積
極
的
に
募
集
広
報
活
動
を
支
援

頂
き
、
宮
崎
地
方
協
力
本
部
と
し
て
も
募
集
業
務
へ
の

弾
み
を
付
け
ま
し
た
。

今
回
の
募
集
広
報
で
は
、
約
一
三
〇
〇
個
の
募
集
広

報
グ
ッ
ズ
を
配
布
し
、
西
都
・
児
湯
郡
地
域
で
の
Ｐ
Ｒ

が
十
分
に
で
き
た
と
確
信
し
て
お
り
、
志
願
者
の
獲
得

に
期
待
の
持
て
る
広
報
活
動
と
な
り
ま
し
た
。

宮
崎
地
本
で
は
、
こ
れ
ら
の
活
動
を
皮
切
り
に
募
集

広
報
を
本
格
化
さ
せ
、
少
子
・
高
学
歴
化
に
伴
う
厳
し

い
募
集
環
境
を
克
服
し
て
募
集
目
標
の
達
成
に
邁
進
し

て
い
き
ま
す
。

渚
（なぎさ）

隼人
（はやと）

日向
（ひなた）

予備自衛官・即応予備自衛官・予備自衛官補招集訓練開始
【

第
二
回
予
備
自
衛
官
招
集
訓
練
（
五
日
間
）
支
援
に
つ
い
て

】

六
月
十
一
日
～
十
五
日
の
間
、
都
城
駐
屯
地
に
お
い
て
第
四
十
三
普
通
科
連
隊
（

連
隊
長
・
中
尾

圭

一
等
陸
佐
）
が
担
任
し
て
実
施
し
た
令
和
三
年
度
第
二
次
予

備
自
衛
官
招
集
訓
練
（
五
日
間
）
に
お
い
て
、
各
種
支
援
及
び
表
彰
式
を
実
施
し
ま

し
た
。

本
招
集
訓
練
に
は
、
梅
雨
に
よ
る
降
雨
と
コ
ロ
ナ
禍
に
も
か
か
わ
ら
ず
七
十
五
名

の
予
備
自
衛
官
が
万
全
の
体
調
で
出
頭
し
、
教
官
・
助
教
の
指
導
の
も
と
各
種
検
定
、

職
種
訓
練
に
汗
を
流
し
練
度
の
維
持
・
向
上
に
努
め
ま
し
た
。

ま
た
、
今
回
の
訓
練
で
は
令
和
二
年
度
に
予
備
自
衛
官
補
か
ら
任
用
さ
れ
た
一
般

公
募
予
備
自
衛
官
一
名
が
参
加
し
て
お
り
、
訓
練
や
営
内
生
活
に
お
い
て
不
慣
れ
な

様
子
が
見
受
け
ら
れ
た
が
、
先
輩
予
備
自
衛
官
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
な
が
ら
訓
練

に
励
ん
で
お
り
、
知
識
・
経
験
が
継
承
さ
れ
て
い
る
様
子
を
確
認
す
る
こ
と
が
出
来

ま
し
た
。

十
二
日
に
は
、
永
年
勤
続
者
表
彰
及
び
方
面
総
監
顕
彰
状
授
与
式
を
実
施
し
、
長

年
に
わ
た
る
勤
務
を
称
え
ま
し
た
。

宮
崎
地
本
で
は
、
今
後
も
あ
ら
ゆ
る
機
会
を
捉
え
た
出
頭
意
欲
向
上
及
び
出
頭
環

境
の
整
備
に
努
め
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。
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（４）第６７号 宮崎地本だより 令和 ３ 年 １０月 ２９日

【退官行事】

【臨時勤務者の紹介】

【昇任者の紹介】

【人事異動】

【
転
出
者
】

【
転
入
者
】

【TOPICS】

日向地域事務所三等陸尉野別光弘令和三年七月十七日付

宮
古
警
備
隊
へ
（
宮
古
島
）

陸
曹
長

那
須

新
吾

（
募
集
課
）

中
央
管
制
気
象
隊
へ
（
市
ヶ
谷
）

陸
曹
長

黒
木

祐
臣

（
総
務
課
）

護
衛
艦
は
る
さ
め
へ
（
佐
世
保
）

二
等
海
曹

小
倉

龍
悟

（
募
集
課
）

第
一
整
備
補
給
隊
へ
（
鹿
屋
）

三
等
海
曹

中
村

康
聖

（
総
務
課
）

令
和
三
年
八
月
一
日
付

令
和
三
年
八
月
二
日
付

陸
曹
長

今
村

哲
也（

延
岡
出
張
所
）

一
等
陸
曹

髙
地

進
也（

延
岡
出
張
所
）

二
等
陸
曹

中
村

典
生（

宮
崎
募
集
案
内
所
）

行
（
一
）
四

田
中

一
徳（

総
務
課
）

自衛隊宮崎地方協力
本部は本部長・石原一
空佐以下本部及び各所
の隊員と事務官等の
方々が二回目の新型コ
ロナワクチン予防接種
が終了しました。今後
も、手洗い・うがい・
消毒等を実施して感染
拡大防止に努めていき
ます。

援
護
課
・
地
域
援
護
セ
ン
タ
ー
長

三
等
陸
佐

渡
邊

穣

（
西
部
方
面
総
監
部

健
軍
）

総
務
課
・
文
書
係

准
陸
尉

吉
本

美
恵

（
中
部
方
面
特
科
隊

松
山
）

都
城
援
護
セ
ン
タ
ー
・
都
城
援
護
室
長

陸
曹
長

鳴
海

秀
幸

（
那
覇
駐
屯
地
業
務
隊

那
覇
）

募
集
課
・
広
報
係

一
等
陸
曹

佐
賀

博
紀

（
第
四
十
三
普
通
科
連
隊

都
城
）

令
和
三
年
八
月
一
日
付

総
務
課
・
庶
務
係

二
等
陸
曹

福
永

雄
史

（
第
九
施
設
群

都
城
）

日
南
地
域
事
務
所
・
広
報
官

二
等
陸
曹

南
園

剛
志

（
普
通
科
教
導
連
隊

滝
ケ
原
）

令
和
三
年
八
月
二
日
付

募
集
課
・
広
報
係

二
等
海
曹

宮
内

紀
一

（
第
一
整
備
補
給
隊

鹿
屋
）

令
和
三
年
八
月
二
十
日
付

日
向
地
域
事
務
所
・
広
報
官

一
等
海
曹

水
野

歩

（
第
五
航
空
隊

那
覇
）

空
士
長

鎌
田

ほ
の
か

（
第
二
高
射
群

松
戸
）

令
和
三
年
八
月
二
日
～
九
月
三
十
日

新
田
原
分
駐
所

空
士
長

陶
山

陽
香

（
第
五
航
空
団

新
田
原
）

令
和
三
年
七
月
二
十
日
～
八
月
二
十
七
日

日
向
地
域
事
務
所

空
士
長

川
口

龍
二

（
第
五
航
空
団

新
田
原
）

令
和
三
年
九
月
一
日
～
九
月
三
十
日

令
和
三
年
五
月
十
日
～
七
月
三
十
一
日

都
城
地
域
事
務
所

空
士
長

坂
口

優
雅

（
第
七
航
空
団

百
里
）

一
等
陸
士

内
野

夏
月

（
第
四
十
三
普
通
科
連
隊

都
城
）

令
和
三
年
七
月
五
日
～
七
月
二
十
一
日

ようこそ宮崎地本へ！！ 地本勤務お疲れ様でした。

おめでとう
ございます！

ようこそ宮崎地本へ！！

援
護
課

一
等
陸
曹

上
野

憲
一
郎

（
第
四
十
三
普
通
科
連
隊

都
城
）

令
和
三
年
七
月
一
日
～
九
月
三
十
日

P.S 次の日39度の熱でダウン（笑）

趣
味

Ｄ
Ｉ
Ｙ

（
小
物
か
ら
大
物
ま
で

作
り
ま
す
。
）

エ
ギ
ン
グ

（
小
物
か
ら
大
物
ま
で

釣
り
ま
す
。
）

趣
味

温
泉
め
ぐ
り

映
画
・
ド
ラ
マ
鑑
賞

ゆ
っ
た
り
寛
ぐ
事
が

好
き
で
す
。

特
技

少
林
寺
拳
法

現
在
少
林
寺
拳
法

ア
ド
バ
イ
ザ
ー

「
グ
グ
」
っ
た
ら

出
て
き
ま
す
。

特
技

柔
道
の
後
の
肉

趣
味

波
乗
り
後
の
レ
モ
ン

ハ
イ

特
技

ソ
フ
ト
・
野
球
・
バ
ス
ケ
・

時
間
休

趣
味

波
乗
り
後
の
ハ
イ
ボ
ー
ル

特
技

剣
道
（
剛
剣
）

芋
焼
酎
（
剛
酒
）

趣
味

愛
犬
と
散
歩

新
築
の
家
か
ら
の
通
勤
で

充
実
し
て
ま
す
。

「
グ
ス
～
ヨ
～

チ
ュ
ウ
ガ
ナ
ビ
ラ
」

（
こ
ん
に
ち
は
、
皆
さ
ん

い
か
が
お
過
ご
し
で
す
か
）

趣
味

ア
ウ
ト
ド
ア
（
達
人
）


